
令和4年度（2022年）　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　  　  　京都市修徳　児　童　館

自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ

サマーナイトイン修徳（実行委員会） 中止 0
修徳ふれあい運動会 中止 （修徳自治連合会） 0
繁昌神社みこし 中止 （繁昌祭開催事務局） 0
松原通活性化プロジェクト（職人巡りまちあるき）１回 7 9 1 4 21
松原通活性化プロジェクト（防災マルシェ） １回 9 13 8 1 1 1 14 47
（松原通活性化プロジェクト定期会議） １０回 松原PJ 90 90
おもちゃ病院 4回 5 9 4 2 0 0 25 45
にじいろマルシェスペシャル １回 116 100 66 17 250 549

中高生 大学生 大　人 合　計

17 5 20 42

0 0 19 19

ヤングハロウィン 5 22 1 28

にじいろマルシェSDGS 0 0 3 3

にじいろマルシェXmas（インスタライブ） 6 1 2 9

防災マルシェ段ボールワークショップ 3 3

マタニティコンサートWithプレイス 0 3 1 4
214 214

卓球フェス実行委員会 3 0 0 3

プログラミング教室 0 0 8 8

ちびっこらんど読み聞かせボランティア（中止） 0 0 0 0

将棋のひろば（ボランティア中止） 0 0 0 0

紙芝居（ボランティア中止） 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

学習支援ボランティア（中止） 0 0 0 0

修徳自治連合会

　　修和会（老人クラブ）

　　女性会

　　社協「すこやか学級」

　　少年補導委員会

　　民生児童委員

　　交通対策協議会 自転車点検事業への参加協力

下京警察署

下京消防署　修徳消防分団 防災マルシェ（消火器体験、AED講習、アルファ化米試食）

高齢者福祉施設「修徳」 公園でのイベントへの交流　絵しりとり

包括支援センター 地域高齢者孤立防止に向けての活動協力（中止）

大丸京都店　

洛央学区民生児童委員協議会 子育てサロンへの協力（消毒作業や開催に向けての協力）

池坊保育園　格致つどいの広場　 地域子育て支援ステーション（情報交換）

放課後等デイサービスこまち　kanagaku障がいのある子の放課後支援連携

下京区役所 チョコちゃん（障害のある子どもの親子支援）　支援家庭の連携

・高齢のボランティアは、コロナ禍での活動を自粛された。「ワクチン接種ができたら、活動再開
したい」という声をいただいているので、可能な限り、ボランティアの活動の場を今後も作ってい
きたい。

地域連絡　子育てサロンへの協力

　コロナ感染症拡大防止の観点から、活動を休止

新型コロナウイルス感染症のため、主に高齢者との連携事業は令和４年度も様子を見る形となった
が、それ以外の連携事業については、できる形や時期の工夫を試み、再開していった。
特に交通安全教室や防犯教室、災害時に備えた防災マルシェなど、子どもの安全にち直結すること
に関しては、積極的に取り組んだん。
また、高齢者との交流も、身近に直接的には難しかったが、公園での子どもたちの取組を、ベラン
ダなどから観覧してもらなど工夫をしながら、お互いの存在を感じながら交流をしたり、スケッチ
ブックを介して交流する「絵しりとり」をした。

成　　　果　　　と　　　課　　　題連　　　　　携　　　　　内　　　　　容

合　計
31 31 271 333

修徳児童館×大丸きょうとっこ学園にじいろマルシェSP店員さん体験コーナー

地
　
　
　
域
　
　
　
福
　
　
　
祉
　
　
　
促
　
　
　
進
　
　
　
機
　
　
　
能

基
　
　
　
　
　
　
本
　
　
　
　
　
　
活
　
　
　
　
　
　
動

活　　動　　名 実施回数 主　　催

（修徳夏祭り実行委員会）

合　　　　計 －

(2)ボランティア
　　活動の推進

活　　動　　内　　容

連　　携　　団　　体　　等

交通安全教室　防犯教室

(3)地域との連携を
促進する活動

（児童館）

おもちゃ病院

成果と課題
合　計

参　加　人　数

乳幼児
小１～３年 小４～６年

中高生 大人
連携団体

(1)地域住民との交
流を促進する活動 （児童館・松原PJ） 松原通活性化プロジェクト

松原通活性化プロジェクト

（児童館）

814

にじいろマルシェスペシャル

修徳自治連合会

少年補導，体振

繁昌祭開催事務局

学童クラブ介助者活動

コロナ感染症拡大防止の観点から、活動の中止が
余儀なくされた。その中でも松原通活性化プロ
ジェクトとの活動は、昨年の松原通の職人巡りツ
アー動画の作成を活かし、地域の大人とまち歩き
をしながら、職人を巡る活動を実施した。また、
感染対策を講じながら、たせだいが交流するにじ
いろマルシェスペシャルを実施。コロナ下でも一
度も止めることなく毎年開催し続けている。３月
には消防署や消防分団など地域の方々と一緒に、
防災マルシェ（地震について考える日）を実施し
た。おもちゃ病院を開催し、地域の方々と多世代
の交流を再開した。

（児童館・松原PJ） 松原通活性化プロジェクト

146 134 22 73 1
活　　動　　人　　数

成　　　果　　　と　　　課　　　題

・例年学童クラブの保護者には、学童クラブの取組だけでなく、児童館事業への協力の場を生かし、地域ボラ
ンティアへの入り口づくりと、互いの交流等を目的に活発に活動をしてきたが、昨年度はコロナ禍で取組み中
止が相次いだ。保護者が児童館の運営に協力したり、ともに子どものために事業を聞かうしたり、また学童ク
ラブ事業や児童館事業の親子で参加する流れがおおくあったが、その流れもコロナによって停止してしまっ
た。保護者の意識改革も視野に入れ、今後は親子参加を促すような取組の仕方を検討していく。
・中高生世代には、SNSを活用した「映えるフォトスポットづくり」や「居心地の良い空間づくり」などにも
参加できるようにし、直接的または間接的に多世代との関わりの場を持った。
その中で、主体的にボランティアの活動の中身を検討したり、不登校ながらも、児童館活動を通して人との関
わり合いの場所をもち、高校への進学に前向きに取り組むようになったりしていった。

京都SKY

修徳,成徳,格致学区民生委員、学童クラブ保護者、大丸百貨店

19 419


